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壱 第31回北京国際図書博覧会（BIBF）



➢会期は6月18-22日

➢会場は国家会議中心（朝陽区天辰東路7号）

➢主催は国家新聞出版署、中国図書輸出入株式会社が請け負う

➢テーマは“促进文明传承发展推动交流互鉴共赢”「文明の伝承発展を促進し、相互交流・学習・利

益を推進する」

➢主賓国はマレーシア

➢80か国1700社（うち中国600社）が出展、22万種の書籍展示

➢海外からはチリ・キプロスなど9か国が新参加、アラブ首長国連邦と日本の展示ブース面積最大

➢海外からの参加出版社は、ブース出展＋商談（展示フロア）／商談のみ（ライツセンター）の二極化



前回 今 回

会場 国家会議中心 同

期間 ６月 同

規模 参加国は15カ国増 参加国は９カ国増

重点 主題出版の「走出去」をアピール、AIと出版（PubTech） デジタル展示の充実、ネット文学の特別展示、「黒神話」「悟空」「ナー
ダ」など伝統文化物語IPのビデオ・アニメ・ゲームなどを展示

特色 国内中心／ネット文学・ネットゲーム／児童書／海外の有名巨
大エージェントが多数ブース参加／絵本・美術書・グルメ本・
挿画・記念品などの展示コーナー設置

・６大優良ブランド展示スペース：主題・哲学社会科学・古書・科学技術・
文学芸術・児童書
・５大特色展示スペース：絵本・美術書・挿画・グルメ本・世界の記念品
・国内外の著名作家を招き特別展や対談・座談会イベントを開催

日本 ブース出展は21社 ブース出展13社、共同壁面30社、ライツセンター利用社11社＋α

傾向 ライブコマースで展示即売、実務志向の版権交渉 ライブコマース、漫画・エッセイ・実用書・自己啓発系が人気
従来人気だったビジネス・マネジメント系が不調、心理学・癒し系が人気
児童書は読物・絵本が不調、学習・科学普及物が人気、中国オリジナル志向
日本のコンテンツを翻訳出版した中国の出版社が会員向け直販



BIBF 会場ショット❶：日本からの出版社



BIBF 会場ショット❷：優良ブランド展示



BIBF 会場ショット❸：児童書



BIBF 会場ショット❹：ネット出版展示
中国の伝統文化の物語の知的財産展示エリア
今年のブックフェアは、デジタル展示会のレベルを向上させ、

新しい文化の形態とモデルを積極的に育成することに焦点を当て
ています。オンライン出版ホールは、オンライン文学やオンライ
ンゲームなどの新興出版分野の多くの優れた製品を集め、ビッグ
データ、クラウドコンピューティング、人工知能などの新しい生
産性の出版分野での応用に焦点を当て、展示会の双方向性と参加
性を高め、産業統合を促進します。 China Animation、Tencent、
NetEase、Sanqi Mutual Entertainment、Douyin、China 
Literatureなど、多くの大手オンライン出版社も、ゲームやオン
ライン文学の海外ビジネスを紹介することに注力します。
新たに設置された「オンライン文学特別展示エリア」は、オン

ライン文学作家のリソースを集約し、オンライン文学の多様な魅
力と価値を、本の作品、短編映画、ビデオ、文化的および創造的
な周辺機器などのさまざまな形で総合的かつ立体的に展示してい
ることは注目に値します。昨年、自社開発の「デジタルヒューマ
ン」マルコポーロの発表後、同社の主催者は、「第14次5カ年計
画」期間中に、新しい小売、新しい読書、新技術への出版統合の
革新的な成果を展示し、観客はVR作品、Tuyang World、その他の
製品を通じて、科学技術の波の中で文化の反復的な再生を目撃す
ることができます。
さらに、ブックフェアは「中国伝統文化ストーリーIP展示エリ

ア」も設置し、黒神話などの伝統文化ストーリーIPの展示に焦点
を当てています:悟空、ネザ、フォンシェンバン、敦煌など、よ
り高品質の出版製品と映画やテレビ、アニメーション、ゲームの
統合を促進し、優れた中国の伝統文化を複数のチャネルを通じて
広めています。



弐 中国出版業界概況報告2024

「开卷2024年图书零售市场年度报告」『中国出版传媒上报』2025-01-08
「一升一降！业内如何看待一季度图书市场？」『中国新闻出版广电报』2025-05-26
「黄志坚主讲出版业和出版集团变革转型」『远集坊第69期』2024-11-13
「2025年出版业：变革与机遇并存」『国际书业动态』 2025-5-23
「深度观察：2025年，童书市场真的要崩盘」『中国出版传媒商报』2025-6-11
等を参考にしました



販売実績と販売ルート
下降線をたどる業界

➢ 2024年書籍市場の名目売上1129億元、前年比4.83％減、2019年の88％

➢ 従来のリアル書店（売上比率13.99％）、プラットフォーム型ネット商

ルート（40.92％）の退潮、コンテンツ型ネット商（抖音、小红书、

SNS）ルート（30.38％）はショートビデオによる値下げ販売により売

り上げを伸ばす

➢ コンテンツ型ネット商では児童書・ノンフィクションが好調

➢ 出版集団別市場影響力トップ３：中国出版集団、中信出版集団、広州開

心文化図書株式有限公司

➢ 出版社別市場影響力トップ３：中信出版集団、湖南教育出版社、北京聯

合出版公司

➢ 出版公司（民間企画編集出版社）別市場影響力トップ３：広州開心文化

図書株式有限公司、北京磨鉄文化集団株式有限公司、中南博集天巻文化

伝媒有限公司



売行き良好ジャンルとタイトル
生活書と学参

➢ 伸びたジャンル：生活・学参・言語・自然科学・児童・教育

➢ 生活部門：中医保健と食事療法関連が好調、特にコンテンツ型ネット商での販売が効果的

➢ 学参・自然・児童部門：学習漫画好調が影響

➢ フィクション部門：著名作家・古典名著・ネット文学の紙本出版が好調、また『ナーダ』

『黒神話』のIP図書が人気

➢ ノンフィクション部門：心理のセルフケア・成功物語・健康・家庭教育・DeepSeek関連が

好調

➢ 児童書市場地滑り的崩壊の序曲？：Z世代の親2.3億人とα世代の児童1.8億人の市場、読者

の減少・市場飽和・消費落ち込み・ルートの変化・値崩れ

➢ AI時代の消費性向の変化：IP＋教育科学技術を駆使した、立体絵本、図版満載、オーディ

オ付き、双方向型ゲーム、など

➢ 2024年度注目度NO.1：《额尔古纳河右岸》（総合），《回话有招：高情商回话术，开口就

让人喜欢》《工程师之魂：比亚迪三十而立（1994-2024）》（ノンフィクション）《国之脊

梁：中国院士的科学人生百年》（児童）《十八岁出门远行》《余华，フィクション》…



➢ショートビデオ販売で好調：科学技術・健康養生

➢デジタル閲覧方式が定着：2023年の接触率80.3％

➢デジタル出版業界の市場規模は16179.68億元、前

年比19.08％増

➢デジタル出版：ネット文学・ネット教育出版物・

デジタル音楽：ネットアニメ：ネットゲームなど

の信仰領域が好調

➢大型国有出版社の市場占有率一層高まる：中小出

版社は市場のパイ減少・コンテンツの同質化・利

益構造弱体化

求められる販売モデルの変革
伸びるデジタル出版

中国のデジタル出版市場：中国国産漫画を中心に、
2025年３月、ジェトロ・上海事務所



5Gに代表されるモバイルインターネット技術を主軸に、人工知能やビッグデータなどの技術を推進力とする次世代技術革命は、出版業界をはじめとするマスメ

ディアを取り巻く環境、そしてマスメディアそのものを大きく変化させ、また変化させ続けている。その変化は大きく分けて3つある。

第一は、文化的コミュニケーションのパターンの大きな変化である。第一に、コミュニケーション・キャリアの変化である。 伝統的な書籍、新聞、雑誌、そ

してラジオやテレビは依然として存在し、伝統的メディアの主流である世論誘導力は依然として計り知れない重要性を持っているが、オンライン・ネットワー

ク・コミュニケーションは、世論のより重要な分野となった。第二に、コミュニケーションモデルの変化である。「分散型」コミュニケーションモデルが主流と

なり、ネットワーク・ノードのいずれかがコミュニケーションの中心となることができるようになった。第三に、コミュニケーション主体の変化である。新聞社、

出版社、ラジオ局、テレビ局などを基本運営主体とする当初のコミュニケーション・パターンが分裂し、基本運営主体としてのコミュニケーション機関と個々の

メディアが共存する「アトム化社会」となった。

第二に、出版業界の大きな変化である。出版業界の新たな参加者は、インターネットメーカーや電子商取引プラットフォーマー徐々に変化している。書籍の販

売モデルは、プラットフォーム経済の進化とともに、明らかなトラフィック主導のモデルを示し、内容よりも価格が競争の核心要素になり、書籍の内容価値や読

書価値から逸脱している。同時に、テクノロジーによって時間区分がますます精密化し、ネットワークによって情報が爆発的に増加し、観客の関心は細分化され

て、読書の軽薄短小化、面白主義、アクセス量至上主義上のネット文化に裏打ちされて、深い読書、体系的な読書、深刻な読書は徐々に消失している。この産業

パターンの変化は、出版と読書の質に大きな影響を与えている。黄志堅氏は、伝統的な読書が持っていた儀式性や畏敬の念が失われつつある、あるいは失われて

しまったのではないかと考えており、現在は断片化された読書の時代に入っているという。

第三に、出版という仕事自体の大きな変化である。出版製品は、本来の表現形式を突破し、書籍という形式との豊かなマッチング、相互作用、補完の形態が出

現している。編集、印刷、流通を主とし、著者から編集者、読者という直線的な制作のつながりであった伝統的な制作過程が、ネットワークによるコンテンツ制

作という新たな方法によって衝撃を受け、さまざまな結節の境界が徐々に崩れ、機能が徐々に統合され、秩序が徐々に横断的に変化している。テンポの速い、

ファストフード的な生産と消費は、出版組織の思考様式と管理メカニズムに衝撃を与えている。

「出版業界は千年に一度の転形期にある」
中国出版集団トップが講演

講演する中国出版集团有限公司董事
长、党组書記黄志堅氏、2024.11.13



参 停滞する日中人文系知識交流
活況を呈する日中大衆文化交流



日中学術交流 空白の10年＋

➢ 2005年 靖国神社公式参拝、2010年 尖閣諸島領有権問題

➢ 2013年～ 国交正常化以来、最悪の日中関係

➢ 2013.10.22 「新しい日中関係を考える研究者の会」（代表・毛里和子）

➢ 2014年 反間諜法施行、中国での日本人の拘束

➢ 2020-22年 コロナ禍 2022年 経済安全保障推進法

➢中国では…長期訪問しない日本人研究者、日本人が介在しない日本研究、日本人のいない国際シ

ンポジウム

➢日本では…中国を避けて台湾との学術交流、中国研究の成果はもっぱら国内向け

➢メディア空間を覆う「中国なき中国認識」…現実中国に対する無理解無関心のなかの嫌中感情



特定非営利活動法人言論NPO「第20回日中共同世論調査
日中世論比較結果」
https://www.genron-npo.net/world/archives/20131.html



堅調な民間交流・留学生交流

➢友好協会・自治体・経済貿易団体・各種NPO・財団・教育機関を中心に、

各分野で交流活動継続

➢2022年 日中国交正常化50周年 日本政府認定の226件の記念事業

➢コロナ禍 オンライン開催に切り替え交流を継続

➢留学生交流 中国から日本への留学生数は増加

日本から中国への留学生数は漸増



ファーラー・グラシア、ファーラー・ジェームス「国際人流――不
均質でトランスナショナルな空間の形成」高原明生、園田茂人、丸
川知雄、川島真編『日中関係 2001-2022』東京大学出版会、2023年



盛り上がる大衆文化交流

➢Z世代若者を中心として日中間の文化・芸術分野の創造的コンテンツの交流が活発

➢世界のコンテンツ市場における日本の輸出額世界第３位

➢エンタメ・クリエイティブ産業の輸出額は鉄鋼産業に匹敵

➢2013年 クールジャパン

➢10-20歳代の日本の若年層は対中悪感情を持っていない

➢小学校ではクラスに1.2名いた中国人

➢日中の民間青年交流が盛ん

➢中国側は留学や観光などで日本を訪れる機会が多い

➢日本のエンタメクリエイティブコンテンツへの親近感







2023年度 コンテンツ企業の中国ビジネス展開報告
2024年3月日本貿易振興機構（ジェトロ）上海事務所



第１回エンタメ・クリエイティブ産業政策
研究会
経済産業省 2024年11月6日



肆 中国文化の新潮流



➢ 女性の視点
➢ 中国の民族・文化の多様性
➢ 中華文明の一体性・連続性・融合性
➢ 国学への高い関心
➢ 技術革新進む博物館展示
➢ 世界遺産登録への挑戦

『朝日新聞GLOBE＋』2024年12月1日 『朝日新聞GLOBE＋』2025年6月1日



日本における現代中国文学の偏った受容
➢ 『季刊中国現代小説』（蒼々社） 1987-2005年の間に75集発行、収録作品の作者総計145名、収録した

翻訳作品総数320篇

➢ とりわけ多い女性主義の立場に立った女性作家の作品（訳者の多くが女性）

➢ 1987ー2018年の間、『中国現代文学』『火鍋子』『灯火』などに収録された中国女性作家作品総数180篇、
書籍として出版されたもの60部

➢ 日本は世界最大の中国文学作品の翻訳大国か？

➢ 日本の大学の中国研究は近代以降、文学部のなかの文学科・哲学科・史学科が担う ⇒ 日本の中国図書
翻訳は「文史哲」偏重

➢ 研究者向け雑誌以外で一般読者が翻訳出版を通して中国文学作品に触れる機会は少ない、哲学・史学は
いっそう少ない

➢ 大胆な性愛描写で話題となった衛慧『上海ベイビー』、ノーベル文学賞受賞の莫言、人気作家の余華・金
庸、体制批判的な閻連科の社会派小説、英訳で話題になり早川書房が翻訳した劉慈欣など

➢ 個人の内面や表現の独自性に拘る前衛小説、中国社会の周縁部の港台小説に注目

➢ 中国現代・当代文学の本流である革命文学や工農兵文学が死角になっている

➢ 中国の本土性・郷土性・ルーツ・現実性から遊離



中国現代文学の死角
➢ 路遙『平凡な世界』（1986）『人生』の合計発行部数が2000万部超、毎

年の年刊ベストセラーの10位以内の常連

➢ 『平凡な世界』全３巻、総字数100万字、茅盾文学賞、現代中国を代表す

る国民文学、テレビドラマ・映画の題材に

➢ 2024年、ようやく邦訳が出る

➢ 日本転向文学の名作とされる島木健作『生活の探究』（1937.38年）に似

た読後感

➢ 1942年、毛沢東文芸講話 ⇒ プロレタリアートを主人公とし、階級敵

を打倒する作品を ⇒ 社会主義リアリズム文学

➢ 「「大きな村」という近代文化の空白地延安で確立された文化制度は、

共産党による支配が全国に及ぶにつれてやがて北京・上海にも波及して

行く。それはまもなく文学の死滅をもたらすのであった」（藤井省三。

大木康『新しい中国文学史』ミネルヴァ書房、1997年、190頁）

《文艺理论与批评》总第203期，2020-3

平凡な世界（原題『平凡的世
界』） 第一部上製
路遥／三友陽子 訳／劉偉 監
訳・発行

出版社：グローバル科学文化出版

出版年：2024年09月

コード：682p



➢雪漠、作家、甘粛省作家協会副主席、茅盾文学賞始め

数々の文学賞受賞歴、膨大な著作

➢ 30種の言語に翻訳、翻訳された著作200種ほど

➢邦訳なし

➢雪漠作品は出身の涼州を中心とする西域地区を専ら舞台

とする。だが中国西部・中国・アジア・東洋などといっ

た地域の限定を越えて、多くの読者の琴線に触れる潜在

力を持っている。とくに「八百万の神」の信仰と「山川

草木悉皆佛」の神観念を持ち、「万物有霊」の伝統意識

のある日本人には、作品を味読する共通感覚が豊かであ

る。しかし残念なことに、日本では、200点に上る膨大な

雪漠著作のうち１篇たりとも翻訳出版されていない。雪

漠の事績と作品世界を知る中国文学の専門家・翻訳家も

乏しいのが実情である。
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